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国営能代開拓建政事業11，東北農殿町能代開拓建Jl事業所が主体

となり，地1i農業銀興のため農用地造成をおこなうものであります。

11昭利51年度から59年度までJh!bJされているが，ぢ核地域に所

存する周知の遺跡35か所のうち，本年度lま'中台遺跡』の事前発揖

査を.終結し，記録保存をはかることとしました。

本報告 ~fll当地}j研究の資料となり，メ関係者各位の文化財愛同

の一助となれば幸いです。

おわりに，調査ならびに綴白川刊行にあたってご協)Jいただいた

永瀬偏見， 川村正，能代市教育~品会の}j々に深〈感謝の怠を IÆ し

ます。

昭和 53年 3 月

秋田県教育会此会

教育長 白 山 芳 郎
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I 遺跡の立地と環境

中台遺跡は.秋III県Îi~(¥;市外神話J二社地問医中台n1il't也に所作する。 lcilitlfj);l;t，東芝tti地のI葡総に

ほ銭l.，傑f:~25m を摘'1 る 。

点~台地li，数f~の段丘によ って械成され.米代11 1の1ヒIZから北方に広がる。台地l;t.長s地.

4三日1を中心とするさまざまの生経柄拘の羽として利用されている。近年，藤虫町の素械製ダムか

らの農業flJl)<ぬの縫設により.急激にその姿をかえようと している。

|狼ドに米f¥:liIが流れる 。 輿~~ 111脈に源を発する米代11 11t ， 秋Ul県~ti唱の降水を民め. f:j本必I二

i土ぐ。l!U寄付近{1.トftにあたるため流九もゆるやかであり， 1中獄地をいくぶん蛇行しながら?

東から酋に流れる。 遺跡地、らH本海までの直線距餓;1.6.5kmである。

米(~"I刊luH近は， 国i始 ー 古代から人々が'I:i歯したらしく . j;くの遺跡が.'~'âf宣する。丈献にIt

織するのもIjlい。すなわち.日本.w*eによると r斉IIfI;_Iミ皐4王手(658 )阿倍17.，船附180般を
率いて鍛~liE(XIこ払j かヮたと ころが的ni . iザ(~二郎の鍛従は， ・・・ 1 とある。

まえ r続日本紀 ( 771年)1: は . 品開 i抵留のf制定が，型f(1:~書にi京特しただ事があ'1 ， r三代

実録 I (878年)には，自在地としてのff代や，側主主調1Iの野代7与などのge織がみえる。これらの地

名が，具体的にどこなのか，今後の研究を またねば寺ら辛いが.米代川河U付近であることは，

まちがいないであろう。このように，国史tゴti品するほど ，松代川河1I付近は，開発カち謹んでい

たものとf住吉存される。

数事くある遺跡のうち，1e掘縄立されと遺跡I久米代川北山で1:1.金lltfJ.八森選，平腕T
・:) !4 !51 

遺跡があり.揃r4iでは相手所員嫁，大館遺跡がある。

II 発掘調査に至るまでの経過

1 調査の邑的
|苫~g'fË1-1: 1:)&改良事業は.東北Q政l.，j能代 11M!'石建設事業所が tf串と~ りi並行中である。 秋l[I県

能代市中ト綴字社地際fl'台41の焔および水悶30.540n(もその対象となり，昭和51年一部省_[L.， 52 

年度 l孟本陥的に工事が'長飽きれることに~ った。と くに. 岡地域には t~導水71の滋設工事がJt

尚喜れたため，幅約7m， 1是さ 320mの範聞は，完全に鋸りむこされることに4まった。 この地に

は， rl"'fi'遺跡が所作するとめ，事前副.Jj吃を実施L.，遺跡の絵格解明と記録保存をはかること1:な

'ーっ~。

2 調査の要項

調査主体 4*' 11県教育~U会

- 3 -



..期間 昭拘1521f-8119日-9月14日

舗査地点 秋HH品1if(モdilト瀬字社地際中台41..m当者 阜瀕自国男
劉査補助員 小体鉄自ft.子lli聡.if川美樹@

副董参加者 111付11:.11J1fl1t.佐々木信夫.序回芳銭.序回良~.鈴本市郎.鈴本キ/.鈴本

事子，鈴-t:孫iflll!l.悠々木為三郎，佐々本愛{'.ll'AI トキエ，rr回キ七，佼々水力ツ.序悶

滑一，佐々木t嘗， ヒF・ ~ tll. 岩森みよ，工fJi申書(' ， 1:雌 ミヨ.鈴本キヨ.小野タイ f，鈴

本ふみえ，ì'H事アヤ{'，絵 11:1キミエ.川 l村いつ.神。l~常太郎. 伊藤秀次郎.蝦杭 6;'"自I~，向

I~七 ・1 ，笹縫七イ(.棟)jカツヱ.工E車タ ミヱ， itl名キワ.神馬ヨシノ

舗査銘力後備

東北農政局能f¥:開拓也設事業所

能代市教育1>lH~

倒査事務担当

秋岡県教育庁文化深 川1111光夫~~農業時

111 調査の概要

調査の方法

調在対象地は.東舞台地の市緑から南方にのびるお4kfr胞に所在t.，そのt百棟は3，750a(であ

る。この舌状台地の1:1. 1:."1'央を~tから 伴iに司X2 Fl'海水符舟'開設される ~t幽である。記事 水管理w工

事は， 1附7mI査さ 320mにむよぷ。この工事F宿線上iニ制8m， j去さ 248mのf者側~を設定しと。

この~lIii区を A 区と L と。 また，台地の31[総にも埼4川区をJ必l..ニれを日Iï(としと い・fれの

発錨灰とも 2mx2mのrg:"唱でI!!:ω1)，南北}i'句を徳川1ti'''で，東西}j向を 7 ル77 ベノトでJ~

f現した。グリ ァドの名休11，.m敏字とアル7ァベ，トの組み合わせで呼ぶことにした 遺骨暗の
Md聞は，十べて手帳測Iotで・llif恒した

2 l1li査の経過

8月9日，東北農政f，J問IKi姐!J定事業所で打九合わせをIrなう。10時頃より噂水平I'.I'IlJ'lf.包線上

の下~IJ り を行なう 。 8n 10rl，子ント を設話l..鎗t制の.tr;司自fliをする。 ド刈りの終fした地械に
は伐を打ちグリノドを j~，与す) -1. 8月lJ日. A Ill:の，，~似を l明始。 :.ï! 1 ， <s2号戦火遁憎の一品iが

総出される。8月18日か勺仇1i-}・F長六i量備の舗~にとり坤・かり. 8 月 19 0 に終 r ， ツ~I:量膨と・1王

測を行者う。8月20日.~ 2 }i'遺備を鯖貸する 8 112HI. ;;'l 3 ~)繁穴遺楠橋市. Mti.寸る A 

l正の写真鎌影， ~測を付金い， A区の，lt!I~を鈴{ l. た 81125日， B区はみ t うが櫛!ニ ~ ->てい

4 



るため，みょうがを刈りはらいグリ Jドを設定する。8月26日，発編調査を開始。第 1日・霊長穴住

I，t;跡の-i'$が倹出される。8月27日，住居跡の平面プラン判明する。8月28日，~ 1-3号駁穴

遺精のプラン確認。 8月30日から遺憎の精査にとりかかる。 9月2日，第1号堅穴住居跡の埋上

層の克測。抗2;;・戦穴住属跡、のー背s検出。9月38，第1~H長穴住居跡の実測，写真鍋影終了。

第2号戟穴住居跡と第3号駿穴遺摘 が直観した状態で検出され，精査する。9月6日，第 1. 2 

号竪穴遺憎の'A測を行なう。9月7日，第2号鞍穴住居跡と第3号竪穴遺構の実測を行なう。9

月9日， ~ 3 号畷穴住居跡のプラン篠認，精査する。 9 月 128. B区遺精分布図作製。9月14日

写真撮影や繍足凋貨を行ない，中台遺跡の調査を終了する。

W 検出遺構と出土遺物

1C'l 
。@ι 
15 

勾

局 面 l ¥ 

務…""，，，"，."，，.…"".
t噌刷邑 1 ~ ，‘・ 後 1 M >"

A区 ~n け畷í-\・.ìA.柵

第 3 図
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[A区]

苫状台地のほぼ中央を通る海水路

予定線上にあたるA区での調査の結

県，竪穴遺構3を険出することがで

きた。

第1号竪穴遺構 (第3図)

{遺備の稽認) 60-c， dO-b 

59-c， 59-dグリ ッ ドで検出され

た。遺精確認面は，来上下の地山上

自.である。

{平面形〕 平面形lま，情円形を

呈する。長径2.5m，短形 1.5mを

測る。

{壁 ・床面〕 堕はなだらかに傾

斜し，床面に続く 。床面は， Ilぽ平

.tr!である。

〔主主穴} 同遺構の周囲からは，

6個の住穴状ピットが検出された。



鳩山上語からの深さは. PIが

19cm. Plが22cm.P Jが11酬

P，が15個 .Psが26個. P， 

が9佃である。これらのピ J ト

11，この.iI機にともなうもので

あるかどうかは不I~Iである。

{その他の..設】 この靭穴
A、一ー

￡ヨiJ!:"_~‘ J ぺJ.il1IIの南側li.わずかにくぼみ，

床由は焼けている. 健土誕の~t

(1111よli. t師器痩形 kおがiI!. o 111. 

されていた。 A区議11:鍍穴.ìI~1i'. 1:幼

出土.iI鈎 (;事4図}
M 4 図

出土11物は.土師お(;1!形J:器. t~形 tお}と鉄製品である .

{士自曜窃} 聾形土縫 いー3) 1 1主.口総却がわずかに外反
するn緑邸緩片である 色調

は.制色をhlする.推定(11量24cm.2は.n'_仰が外皮L，ロ科
書事は九<fU:げられている。 権

必【I径13個 c 3 I孟.口緑l$.6
tl内事守気絡に外Ii寸る.内外繭1.1-ロタ口調Jlされ.開oが顕著である.

色制は時制色を塁l...内外16iに炭化物が付務している。機定1-1後
llcm.

事事影士総 (4) 41.t隊形k箆の底m:儀片である.ロクロ水後き
成形され.b:tm:にはl吋伝糸切

りfHが認められる.色制{ま赤ISJ色を'Ilする。服部後5問。

{鉄製品) 511長さ9佃.錫I佃.'1-さ0.1帽を測

る。 l側線を薄〈仕上げ刃:lIlとしている。刀Fであろう

品、

M2骨盤穴iI術 {第5凶}

【遁婦のrt.!l) 19-a. 19-bグリ γ ドの地山上必

で傭認されと.

【'J!d面影} 方形にi重い'1'血プランを5置している

(lit・1宋I(U) 1}更は45・くらいの州事}で床耐1;統〈。

唆の上;'ll;ll.11.んのわずか焼けている 床I制1:'J!ll!であ

- 6 -
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級協脇被履物

i 
Al'{ 司王2i; 司~~~/\.・.oft，It 

M 5 図
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る J色1111.由.からのt~ ~ fJ. 7閣である.

{伎穴} 悔/1¥されなか，た

出土遺鋤 (;r.6 t1]) 

出J:遺物l.t. 1:師Zil手形I:Zi1点のみである f手形 k

Zil;tnUnt:が外fdる ロヲロ水倹き成形され.!tffl:に

は糸切痕が認められる r r 1量13.5""庇筏4.7個@髭高

5.4四

~3 -i普竪穴ìI布陣

{品目7閃j

(.ì!械の傭.t~) f~Jttの

先端::Jsにはほ し.108-b， 

108-c. 108 -d. 109 

b. 109 c. 109 -dグ

リッドで偽出された.J也IJ1 

上l抵で磁波されたもので品

る.

[平i扇形】 、l~lIo形は.

111形をほする。

〔雪~ .床副) fltlHlf: 

らかにE正面に続くが.~t哲l.

Jk雪!.市史 上織には段がゐ

る 5正面は.a晶底.tJ!を・止す
る。

(H六〕 途傭の周聞に

てZY
• -

他
情・皿

ふ
L出削

図

p
u

e
 

山内

旗

第区A
 

“ 

-12 

J~ 

• • 

'"・‘'"2・杭 ，. ，.‘e 
A区別梼穴制 l

，-

3健の位式状ピ Jトが検出されたoJtUlt画iからの漆き11.PIが30個. Plが12佃 P3が19

M 7 図

閣であった.

出土i量錫

埋 1:中よりI:M倍の小織片的1.¥1:したのみ争品る.
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[B区1

8 灰では.幣火{主肘~4 .専~'，1;遺精 4 .製鉄i量情 I が除 U~~ された。

MH普H穴住居路 {寺~ 9 悶}

[遺備の確認) 3 d.4 <， 4-d， 4 e， 5 b. 5-<. 5 e， 6 d， 6-

eプリッドで倹tlIきれな。llfill磁認而は.地1.lJ上山である。

~ 

" 
t・
0 

ロ

" • 
• 

‘ 

jli;♂ 
， ! ， 

. .・.
B区。皇制暗分自ilA

~ 8 図

{平t宣i形 .}l(O，，) ・1'[百is遣は，長}1形t・，¥するが。東{聞が

わずかにふ〈らむ 鈴軸 5.5m.短縮4.4mを測る.長嶋方

向l.i..x -20 wである。
(!it・床緬} 側慢の保存状態l.i良HC".11.11'司隆志に湿り

込まれTいる.~虫病11 12冊前後である。巨匠拘 1 ・ lì . 機t. 結

上プロ 17i1t人の時制色ヒを陰り.床面としたらしい。この

鮎り床の下からは. P.. PS， Pl-P"のピyトが険III

された。これらのピ，ト 11 . この住k~M-にともなう ものでな

く.時間的にE甘いものと"えられる なお.I'I-PI. P，;

は康I量からlY1)込まれていた4のであり.u: :';~f.-件うピ 3

トであろう

{鳴海I 蝶刊を.凶慢../tS置に沿って.1附30-35佃.寒さ

10cm-15c:mの泌がめぐる令街畿のー告sとi判決の太t部分l二I;J:，

険111占れなか，た。

{俊六} 悦'/~ら L ~>ピ y 卜 it倹出きれなか，た.

【カ7 ド} 申マド14.械のおりに附されているe

カマド'i':f事を給kで綱嘆しているが.~n占Eと燃焼却の天井

錦Iま駒場Lていた.t理ltI:leli現存していたが.縄市UU:後出

できなかった。焚11;刊から煙道部までのt止さは2m40冊。愉

mlの政大幅li1 m40cm.燃焼部l'1 mZO冊.側Ja舗で10""，で

ある。{電ilHJ.:1RIt. 燃焼却の内壁および火床1(11 が赤~色を呈

1...雪~<ι ま ，ていた

{その他の拘Jl) この住総跡にと ι~ うピ 1 ht， P， 

-Pl，P，.Paであるが.rfH主はf;r刊である.fl:出.から

8 
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の深さは， Plが26cm. Plが16凹 . P3が15cm. P6が320m. Pl1が18cmである。旅必下のピ

ァト吃性格lま不明である。 11i面からの~さは. P‘が24cm.PSが26cm，P;地'19cm. P I 1J'14 

cm. P，が18cm，PIOが32cm.Puが20cm.P 12が24佃 ， Pllが22cm.Pllが12佃 ， P曲が21cm，

PIIが18叩である。

幽土遺物 (~ 1O鴎}

出土遺物は， t飯器~ (雪量形上器 .f手形 l:!.1l.須恵1!i1(漢形上li!l).鉄i宰などである。

【k師器} 建費予土語 (1-5・10) 1- 5 1:t.口縁告~破片であり. 10は胸部;F半から~ilIlに

かけての破片である。1は指定口径21.5閣をiJllJる。口縁部1::'.内管気味に外反する。口辺剖ll:t.直

立l...i5EまIま商事くなる。口織在日外耐にはロクロ痕が32められる。路上に砂療を含む。色調l:ti!転倒色

L 

令L』v
..- 2 

B区

第

• 
$ 

ー寸F笥
> E4. 

" 
， ... 

自白 1 骨~穴tþ');<1lflß 1:)量幼

10 図
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を豆l.III叱 1;1: ι ろ‘ 、 2 は鎗I<<~!t彩されたらし〈外『面にその徳島事を高している . u械部i手内'

X妹に外11(l'る 内I曲IにはハケロIRがaめられる。胎1.1ニIよ妙僚を含み.削色を坐する.JIiI:lIi外
出にl手段化物がH首している。拘置，i:IIiU7. 5問。3-5は小型銭形上器で，愉I:lfjt' 1: 11'成形の

のち，ロ 7口制桜したらしく凶ハが似しい。日待却は r< Jの下状に内伸気味に外反する。 1I“
お1I正九<1上l二げられている。いずれも似制色を呈する。5の内面にl.i炭化物が(.tIfしている.~陸

，E口健は. 3が10佃. 4が8四. 5が12閣である。101.tA~lJlの獲の破片である Itlf.是1.t8..で

わずかにI:ti:になっている。ば自Eから九妹をもって刷i軍へ移行する。外語1ニt孟99キ13l1lが認め

られる 色。湖1:.外面が晶j色.内婦がl兵制色で呈する.胎土にl;i砂鮭を含む.

杯形土総 (6-8) 61iロクロ本娩$bJ(形されたと思われるが。ロタ(JHrf{liはっきりしな

い。底:'fUωり雌ljわ!も不明で為る.IIo! :}Il1.t内管気味lニ|同<.色調{主l羽4品色をほし.焼成は良"
である.1 1 i五13.5個e底径4個，2o'i ，1~ 5. 5佃 o 1ι成形， t:lJIJ.l技法li不明である01暗部は内

符気味に側主.11"&1:1孟外反する 赤術色を雪量するo WU3.5圃，(f後5.5欄 at.:i 5.2岨 . 8 
はロ7ロホ娩主悦形され.LA:W切り厳しl;ia!転糸切りui止による。劇部li内崎気味に開き，口総

合格はわずかに外収する。 内耐11欣自~W二ヘラ四時きされ.品i色処f'~ されている。 外l~iは時制色を3!

l.俊戒はLHfである。円縫11.5棚 、 m量生7cm. '2UIi 4. 5 ntIご
高台付杯形土鍵 (9) 91:. f事内I曲が主主射'V;にヘラ稽きされ黒色処殉されているo ~部にu

J~lさ 0.5 帽の外Hにl明< r*itìが(tけられている。 tf. 1S 1:事は欠倒しているが.焼成I孟良鮮で総色

を5止する。

【iti:¥!.(Itf) .形土舘 (11，12> 11は底部隊片であり.1211胸部般H・である.いずれにもタ

タキ白艇が必められる。 ，'t~色量日! L.焼喰.胎上は良好である。

【鉄冷) ):孔債の鉄津小演が 1・，'，I.m土Lている。

1-12の/1¥1:遺物のうち. 6ItU".I;跨f正面から.他It.ltt下憎から続出された

M2骨竪穴住居跡 (あ111:刻}

E逮捕の錨i，g) 15-e. 16-r， 16-.. 16 d. 17 -f. 17-d. 18 r. 18-eグリ J

ドで検出喜れた 遺情確認衝は.t定申1:1面である。

('f'-d固形・ )jll.j) 'f'cfti形は，11< h /[sを泣するが，，EJj Jf~ I;j止い。長軸4m切cm，!iJl拍4m40 

cmをi庫jる 』主唱曲 )J~iJl;!， N 60. 1，である。
【¥Il・ 1長，oi) I軒¥Ilと東dj;のーi沼地軍3号型重火i畳摘に切られ消滅している.日置は垂直に婦ら

れている ほ向，:1・F剣である

ー 11
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{鳩;揮} 西1置に沿って.0話45佃， 深さ 5cmほどの溝が鍛られ.I骨量主には脳20cm，i奈さ10cmほ

どの泌がめ ぐ る 。 ~t\írの-$にも}飯島状の鋸り込みが認め 4れる。 東宮tには存夜 しなかった。

u主i'>:J (主婦跡にとも~う径六は. Pl - Plである。いずれも{主館跡内に干字詰;する。PI，

P!， P 1はコーナーに錨り込まれ. P ! はコ ーナーから ~t寄りに錫られている。 床面ヵ、らの~

さは， Plが130m，P! 1.J'20cm. P lが24四 Plが15cmである。

{カマ ド1 カマド11，fW聖堂西寄りに偶者高畠れている。 tJ"?ドの下には泌が走り。;障が婦 られ

で晶、ら.カマ ドを減築している。カマド本体Iま始4てても糊築し袖綿先端には繋形した凝灰併を芯

材としτ印刷 している..51: IJ m;と継俊郎天井I~崩峻 していた。 佼口部と燈道郎まて・の長 さ は 1 m 

300m，袖部1編Im，燃焼部位大幅 1m20cm。姥道部はだんだん狭まる。煙出しW1篠認できなか

った。俊III状況は.燃焼邸内自主.火lま聞は赤褐色に焼けでいた。

{その他の施321 版画~tl町中央自~には， 1玉1田 10cm.深さ20開ほどの円形のピ ットが織出さ

れたが.用途11不l羽である。

出土i量鈎 (司il2閃}

Il¥-t遺物に11， t師15 (~形上総，杯形上2:1 ) 磁片， "頁1車

協破片，羽口舷片.鉄泌がある。

{よ師~) ~形土器 ( 2 ) 小破片であるため隠化でき

なかった。口線却は外反L，11勝郎11'1'-担である。色f，曙1.:1:，

¥Pグ
• ‘-
B区お2';予感穴住居跡

1ポ鰯色を~ L. *完成はよ く♀い。 第 12 図

杯形土書官 (1 ) これも小岐片であるが.自主径5.5倒で.回転糸切りI自が認められる。

u員恕~) 音量形土器のR阿部破片が-l.i..出ょしている.

(:j)JCI) 羽uの破片が3l.¥出土 している。2点It方形， 1点li円形を51するらしい。外商に

滋継した鉄滞が付着したものもある。

I鉄 ~~事} 表面に刊Jdのある鉄擦が2!.~.品上した.

第3-i善竪穴住居跡 (抗13関)

[遺織の線認3 30-a，30-z.30-y，31-a，31-z，31-y，32-zグリ ッドで総出

された。逸t膏般紙面は，地山t煽である。

{ポ商形方(01) ，"面~I主， k~方形を3さする。 長総 3 m 15cm， ~宜総 2 m85叩を測る。長敏方

向i立. N-20-wである。

- 13 -
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{宮2・1まI雌) ¥喧は， I;f.lf議出t二制り込まれ. ，.車 1mに続く 。 床rúiはギtllである。 ♀お.白i~干に

illいぽl剖1:にl主，I1{白色鮎 1:が険出された。

(1品;PI) )j(\阜の中央部から，北~に沿って凶憾の途中まで泌がめぐる 。 ;持の悩は10酬-25佃

で。i宋さは5叩ほどである。

{怯穴} 存("L辛かった。

{カマド) I葡!設にカマドと考えられる遺織が2カ所険出された。いずれも.カマド本体r:t.存従

せず. 火際的i と鰐jflf却が~められるだけである。束縛の偲;ttffIll:t. . ttr.耳織の外に80酬のぴ.その

偏i孟:t5cmである.曲ilsOの煩J1i部I:t.， 1主Ii!i跡の外に70cmのぴ，その艇は25畑ほどである。蛾ll1:¥1lの

Iまさ 1:'，床I自iのレベルと同じである。火康l面上でii，須思量持や上曲ili?dの~影 I~Qのfu:績が.ふせ

た状態で険出された。 ，'(.!111として使用したのかもしれ主い。この Z つのf1''7 ド I~同時に1・HII した

もので告<， ~ff!IJのカマドが廃棄されたのち，西側のカマドを構築(1:閉したものと有えられる。

それは.lI!fI!lの火床l自1がど yトによって切られているニとや商m!の火床而の係存状態が良いこと

などによる。

{その他のm!ij~) 南米コーナーで P，が倹出された。深さは24cmである。

出之遺物 (~お 141活)

I.IH:遺物li. H，~総(~費形 1:(，1. 

F手形1:;'，3)とUi.Ii¥総である。

( l:r，fli信} 麹形土器 (1・2) 

1 (:t.l 1緑お1:破片である。船積1};(1停

ののち， 11線九Iiをロク口湖獲してい

る，lIìH~l色を!d ιφ 月古 1・に I :t.砂純を

含む。 内外I~i には炭化物がf.t持して

いる。俄'，elll手17cm.2 は服部量産片

であり.ほf量IOcmを測る。外Ihiには

ヘラi判り，!l~!I[を絡している。 11告泌色

を註する。カマド内でほ却を上にし

て{貧血されとところから.Jピ槻とし

て{喧lfIしたのかもしれない。

杯形土器 (3 ) 3 ::t.係形 1・ ~1で

あるが.剰消 1:'1¥を欠1JlLている。

T
4
 一司一

ー干一一

、
，~; 
R 

、~グL 
• 時-

8区協3~-;ー畷:入:(J:1，1;1'事:11I:ll'!f有

~ 14 図
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ロ7ロ本J吏き1，';:形さIt. 1J" ô'!ll I . '1正1"1転来切り泌がみ 4れる 。 l正削色を'Êする 。 ~I量 5 CMo 

(lii.1lJ 2.1) 4 Iよ.1埋形I.j肢の庇舗であろうか 外ljl二州〈氏い荷台が1れfられている 山台
f量10咽司白紙色¥i'IIl íl'è'.)に・11色}を受L..焼成IJ良好で晶る。カ7 ド内で忠勝å-J:にした4k~てら

検出された。

第4-liJ堅穴住居跡 {第15凶)
(i盤情の踏まF.) 32-y. 32 x. 32-n. 33-y. 33 x. 33-w. 34-x. 34 xで検出

l' 。
..， @ 

2・
• 

@ 
， • 

" 何

'‘。 • 
BI~ :;" 4 i~-~1:，、fH・il事

第 15 図
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された。i量術確認前iは.地IIJ上簡である。

{司王櫛形・ }j向} 平筒形!.:t， 1F.方形に近い長tJI修を去する。長事113m50cm， ~主軸 3 m40聞を

i切る。長綿f.ilf，)は， N-46'_ Eである。

(Sまー床砺} 怒，';iil<l:10cmほどで垂直!こ繰り込まれている。床I白ilふゆるやかな凹凸を>1.し，

尚欧近くが吊iくなっている。

〔周4311 4 辺の~に沿ってi晶がめぐる。滋の絡は20cm-30cm，深さは 5cmほどである。

【主主穴} 各コーナーに配信されたP，-PIが桟火である。 p，が4i!倒 Pzが56棚， PIが

61cm， P.が57cm'Cもある。

，~ 

fカマド) F持~にカマドらしきf長持!まあるが事，11然としまい。 ら

{その他の施設} 南!it中央退くに.深さ20側ほどの ?9があり，東聖堂近〈にI;J:i菜さ26仰のPS

とi菜さ29畑の P6がある。削よ圭I主不同iである。

出土遺物 (第161翠)

w.上造物lま.上自市総 (後形よ器 t手形上総 ・コ y プ形 u品) と 須恵jG(断jl修士総・綬Jr~上(，;l)

である。

H商~告書} 建形土器 (1. 2) いずれも11線級敏片である。内外語には綿布Rみ成形と13わ

[ f--卜f

竜王7
ミ三匡ヲオ

¥--r ‘ 。 "，・

白区 ~14 り彬t'/..，:f'七 I， l ; (i.t).出 1:)邑物

第 16 図
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れる縫合百五が総められる。1!:tmr.品色を.'i!L..純米な作。である。 213.内外偏に炭化物が1・f脅し
ている.j世>!1-l径1:1:.1が15cm，2が12.5cmである。

杯形土総 (3-5) 3 - 5 ともロクロ水検 事 1北形さ れ. 底部l二 I;l:白紙糸切り f阪が~められる。

3の111，，11閣は筑線jl¥Jに外方にn再〈。色制は制色を唱し，ていねい{1作りである。111.量12.5cm.成後
6.5酬。潟市4.5cmQ 4の劇部は内唆気味1ニ|明〈 。内外品iに炭化物が付脅している。色湖1:'1時色

を枯し.焼成I主良好である。口径12明。 I(W:5 cm。紛t岳j5柄。51手E同都上 ドが欠航している。内

外Ihiにrn化物が付着している。底径5.4 tm 
コップ形土紛 (6) 巻上げ成形されたと~えられる. 鋼部がわずかにふ〈れるがコ F プ状告
宣喧るo'c体的にll¥1ll色を霊L.焼成・聡上ともあまりよ〈辛い。口径7情。箆i主5価。llI，町7.8

• 100 

(:ti怒沼】 線形土器 (7 ) 7 11縞形 1:おの広~$であろう。底部には. 0.2，...はどの綿lい帖

J:総を張りHけ.高千?を作出 している

.形土鍛 18) 8 (~~耳形土器の胸部破咋であると !ι

われる。内外luIと もに'1'1キ猿を4知ーする。 ，'f11(色を惜し，

t先代 ・11古t:とも良好でゐる。

W;1号竪穴遣事情 叫 17区Il

〔逸t置の弘法) 5-f7リヅドで険IIIされたo;j'i 1 
37戦穴住隠線の南約 2 mの位置にゐる 。 i量摘飽'~1Í1Îl.l， 

d‘ 、

-、 A

I ，: ~‘色I • • 
句lobA.. . I 
?よ.ε，I ， I 
BFZ.3312，Et，1iE隅
第 17 図

Lヨ三rr，i下7UJ
77 • -・.

し一一ーム一一一J

B区 ~j 1 };模火i1l情出 1:泡狗

II! 18 図
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色、

峰山 1:曲jでめる.

('I'rlrllft) 'f-~踊形lム円形を~ l" 1m酬はどである。

(I'，t . I正而} 涯は，争体的に申るやかにf事1m に続く 。 味街I卓、1~ .iI'!ーである 。 i京さは25酬はどで

ある。

{陀六} 検a¥されなかった。

幽土遺物 (;，s 18図}

出I:it狗111:鱒i5で.雪量影.t手形，鉢形上認がJ，る.

隻貴重土1111.2) 1ι2も11.毒邸破片である_ 1 1.， I~I縁部が -<J の字に外反 l..， 11" 

~I:平Jfllこ仕上げられている.お溺Ijロク口調f}されてい る.色.Ii. 赤鎚色を'ill..飴土にli紗

"を:l't'.Jtii!口径20由。21i箆墜がO.3 eIIIとi噂<， 11縁部11 外反する. 色調J;t.~色を貸する.

lIt iI! I.J後120IlI。

事事形土総 (3 ) 3 l;tf手形上:!:Iの舷片である。ロヲロ本俊幸成形され.底部にlilllJ*z;糸切り艇

が，tgめられる。色湖li術色をJilL.，外Ifri1よ IJI化物がN'~苦している。推定 U径と!ぽ1.t. li ， 13.5酬.

6畑であり，?:i ，Ili I主5.5佃である守

書事形土栂 (4 ) 4 1主上鍋状を主ょする鉢移 1:協の1 1鰍 :~fi直片である。口縁部は内崎気味Iよ外K

4る.Iln:l!l(;t ~íIi三角形に仕上げられる Ilf平岩目下舗の外商に1:.一条のt.tllがめぐる 11 

U:l!I外dii1:ロ?ロおIOされ.胸部I;U量/j(olのヘラ拘'Iり綱鐙されえようである.飴 1:1二はJJlの砂

健全企む.色調1:赤褐色を5草する.推老IJI量33帽

M2号竪穴1量織 (議19凶}

(it怖の鍬認) 7-1，7-gグリ yドのI也111上前1

で繍&lidれと。;slj.}盟主穴住府跡のf制約501のril.i!lにある。
('1'-由形} ギI面形は，t骨ドI~ を駐しI l.i告側 1m45cm 

組側 1m 10c開。

{明・床I面】 北壁I正急傾斜をなすが，'I:I-~釦Jにはゆ

るや舟・に底面に続<.床OIiは平.I!!である.

(t主γ¥:) 柱穴IH量出されなかフた.

出土II鋤 {都20図}

1I1 1:遺物11.1:1顎務官事形 L器と羽IJである

- 19 
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1は.ll!形

上&1のu縁都敏片である。鎗繊

ロクロで器商剥

I!形土鋸 (1 ) 

み成形ののち，

.，... 
2ト

援をtiなっている。口緑古都l;t外

反し.U辺m; 1;t~陸直に立上がるe

色剣lillJl補色を呈し.胎ょには

f ・0・.- ._¥ 

砂様を含む。指定口径22.Scm.

ほI!半分欠損 している。事Htす

る貸さは14冊。断面は方形を長

土製の~~口で，羽口 (2) -• 
する。送風孔l主円形で，後5朋

である。 11台土中にはスサと砂畷

"切.
m 2 ~号駁穴遺構出土遺物

が滋入されている。，.. 

図20 M 

BIR 第3号竪穴遺槍 (者¥201滋)

(1量備の硲~) l!構は.iiI

2号重量穴住居跡と重機した状態

ア
け
はriι で険出された，住封勝より時限l

約に新しいものである。

吾オ-τ
全体的にはlE方

形に)!iい形をなすが，商君主や荷

量まは幽線を呈する。

{平面形〕

墜i主..1拒E置が(llま ・床面〕

¥一主ヲ?

IO~ 

ゆるやかにJ末蘭に

続〈部分もある。床f針li.側凸

急であるが.

.ì!~構内には，

-Prの柱穴状ピγ トが符i主し

P. 

カ激しも'.

{銭穴}‘'‘・' 

) " ¥ た。これらピットの地山上前よ

PSが13cm.P 6がりのi置さは.

第 37.;' 時事~'i\遺精I!'， 上遺鳩

図21 

B区

M 
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Plが15酬である。15佃，
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出土iI鋤 (:耳2lf苅}

出t:遺物l主. tMi怒~形土髭. f，不形 t笛とSJI忠留である。

【t:削紛) l!形土鶴 (1-3) 1と2はnUOtI破片であり，31ま底部破片ーである. 11.1:， 

IIU泌が大きく外反t.，口唇都は丸<f.t ~.If られている. J胸部外面は，ヘラ削り倒豊臣され.その

lこにハケ状工具による縦方向の縦豊富が行なわれている。色調は赤補色を!tlする.檎〉年rt1王20.5冊。

2はuU仰が大きく外皮し.口唇舗は上)jに，(.上がる.内外耐ともロ7ロ淵鐙されているo，1ft，制

色を.'i!t..焼成li良好である。飴上には砂慨を含む。檎，j!ut量19.5曲。 3はほ舗が外力tuJ量出t.，

(i必僚がある.康郎瑚辺はへ予知1)1)線量置されている。底il9個。色調は.外商品市世相d色.内向が

織色を呈するo \~ 

~~ 
('It息Z;) 51J:褒形土器

のh軍側破片と思Lわれる.

M4骨霊穴iI"(第22図)

(ìßfIの峨~} 7-c， 

8 e. 7-b. 8-b. 6 

-bグリノドで倹出された。

遭柵幡~1lÎ 1S.，絶JJJよ踊である.

( 'f!d面形} 平面影は，円

E予告'ilするが.北方向に張出

L飾がある 円形邸の径2m

鈎個張Il'.し節1:，偏80個，

i金書 1m40帽を湖る。 この張

mしIltlli，人1Iだろうか。
{惜・ほ耐) 'i尚は10珊

ほどで，なだらかに康面に続

< . 成 Ifri は、It:l目である。ì!~

の北側床面に1;1.1-'1が検出さ

れたが.墜穴埋上上面から揺り

込まれていたもので，本D穴

J!"，よりは衡しいものである. 

.(tお.炉膨らしい領践は後It¥

できなかった

、

ー. 

R 嶋

一

. -~ 

，、
"島

• 

"・• ー

Dli.ねり献llfl t 
M n 図
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{柱穴〕 桂穴は存従しなかった。

出土遺物 (第23図)

出上遺物は，縄文上器片

のみである。

縄文上器(1-4) 1 

は口縁部破片であり，他は

胴部破片である 1は口唇

部のタト側から内側にかけて

口縁に直角に粘土紐を張り

付けている。粘土紐の張り

付けは口縁部にも二条償位

に施文されている。刺突文

も二段みえる 円筒上層C

式土器であろう。 2と3に

は，太い沈線と府消し縄文 B区部4}}竪穴遺構出 J:遺物

が施文され， 4には細い4

本の沈線が施文されている。

第1号製銑量構 (話24図)

第 23図

同.. 

第1片竪穴住宅跡の東方約4mのところで検出された。地山土面にスサ入り粘土で，側壁，床

面を構築している。天井部が存従したかどうかは確認できなかった。現存する焼肢は，壁r:';j15cm

南北径48cm，東西径50cm，底部のJ1-さ4cm-l0cmであ

る。なお，底部は傾斜していて.西側が必くて東側が

低い。内部には欽j宰が充満していた。鉄j撃はポロポロ

したもので砕けやすかった。

第2号製鉄遺構

;f!;l号製鉄遭摘に近後して倹出された。 I見形をとど

めないほど倒壊しており，スサ入り粘土が押しつぶさ

れた状態で倹出された。

B区お 1;f製鉄遺憾

-22 -
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.台付事事形土銭 (14) 

~í::$に (1I11í' IIU :111彩の低い必fTが{すけられTいる。内l曲11縦方向にヘラ轡きされ，IJ.¥色処E聖占

れている。

須恵鵠 (16-19)

16:よ広Lf壷形上窃のU鰍(lIl鎗片である。u.最古Eが外1，1.l.. (_] 6 :11111垂直に，):1:がる.N灰色を
~ll L，総椛.~古上とも良好で品る. 11-19は胸部歯車片で品。-タタキ目痕がおめられる.1811内

Iml;もタタキ円縦が認め吊れる。

土宣車 (15)

赤尚色を笠t.， ~完成IH~Hである。長さ 4 個.外{l 3 冊.内11 1. 2園。

B 区 (~27図 . :'u28t:11， ~29国}

縄文土鎗 (1 -12) 

(a怨) .nd樹立業点:で， ，士線のみカ:.m~文 される。 I ' 5-7がこの績に』話する。 1(;tJL;部を

欠mしているが， ['1筒iZ鉢形 tr.;である。11総と刷用;(ニ2本の太t>ixt取がめぐる。このi北線聞に

11 2 - 4 ~区の弧線， 2 -3 ~区のl丘線均九1紙iでJ請かれている 。 色調は時尚色を貸する。 114 l'ii I正二

次的火然を歪け.地i色に変色Lている。(f筏22.5佃，推定お必34佃a

(b鏑) lfJ消縄:cの鎌えきれI~ l:zjで，2-4かこの頬に属する。2は壷形.J:ZIである.IM

却にAI'大径がある.~ti'll:から内押しなが4 ・1上がる . 11械訴はわずかに外反する.A: ~ 'e尤線開に

縄ょを桟t.， !向下Tl<i/f'f ，1'1 t.ている。粗製の.1.紛で.総I曲はポロポロしている.2:1向8価。 311

派鉢形1:liiiの胴jlT峨)¥'， 4 l ;t ll ~_ :'$敏片であろう 。

(c矧) 8 と 10はilJ.t.形状~誌の I IÞl$破片であり，燃糸足袋文カ骨量文されている。

(d級} 桃UlIの~り {.tli と剣安立が施よされている 。 9 ・ 11 ・ 12がこの級に胤する 。

a額，bJllI主縄iC/量闘の L怨であり. < Jli l1 大~，7h，，\:. d績は円筒上層<，，¥:J・践である.

癒鱒 (13)

おj片の明片を:次加 Lι刀邸と Lている。+質問形を'.1，"る。l'i営を板"としている.

トランシz繊石総 (14)

パナ形を呈する。ilnをII;iMとしている

石織(15・16)

151.t有J;.の七織であり， 161J. .f<7f'N:品で品ろう.いずれも頁おを原"と している.

右鎗 (11・18)

17は償制ぎの剥1¥'~伺111 t.τいる。いずれもtH1を暗証uとしている.

お

明E

. 、.

• 
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tLJ四
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日ηd・」

a・，

' "恒，

.iA例外Ifl土過物 (J ) 

第 27 悶
Bf宅

石匙(19) 

織形のゐlItであり.J{ r:を暗証"と している.

d閥、

石鍋 (20・21)

大f盟のf1錘で，20舟句16g ，21が1340gを測る.河原石の両地に|出l'!llを作出した切目石鎮である。

£師H(22-29) 

26 -
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第 28 図
日灰 J!例外IJlJ.遺物 (2 ) 

-形土甥 (22-25)

22・Z31J..n絡llIlが外反L.2.lo画:1ロ7ロ.Rされているo22の日終却は'-j!mlニ作られ.23の

11"111111 九味を行ヮτいる。色調はいずれも尚色合~する o 22の外踊には炭化拘/)'fHfιている

24・251:やや小僧でみる.24の口t量得1:内呼気味に外反する。いずれも締色を!i!する ~H!la車内

而には自主化物が付おしている。機定1-11量11.22が22<111.23が19.5佃 .24が15畑.251J'l3. 5酬である

- 27 -
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第 29 図

杯形土緑 126-291

いずれもロヲ口事後き成K<l~ lt.厳絡の切簸t.:.tfo吋伝来VJ1)技法による。 261孟内 気味に>tl:

がる。赤描j色を!.lL，*先日生1;1:良好である。 LI径llcmぬほfを5.5畑。お高4開 φ27はやや内毎気味t二

立上がる。 tl\)色 を ~H，.焼成1;1:良好である。 1 113¥ 11. 5""'0 JJi!: 1~ 5. 5冊。~~~，'j4 .6cmo 28の胴~íI主{白7王

線的にPHきI rJU ，}I)が外反する。色I\'~(ム外屈が的色.1内怖が~色を呈する 。 111王 13cm。 底115.5

冊。お高4<m. 291:t.内勾気味iこ問< I~J 弘i色をj! t.， ~提'，l( li良好である。 I.Jil 12cm. /il:径5cm，o 

器it:i5.5t!Do 

須恵器 (30・31)

銭形1:f.1の刷m)破片であろう。Fタキ口俊が認められる。
務ロ (32) 

断面が円1ftを'ilする羽u破片である。 外筏10.6価。内H:5.2冊。外尚には?寄胤ιえ鉄棒が{寸笥

する。

宅P

p . 

-28 



VI まとめ

うい!の訓fiで'1世t甘されたJI締I.t.，住r.ï;跡 4 ， 時~';ç遺精 7. 製鉄JI~2 であった。このうち， I:l 

1>(有}4げ懸'八:JlI膏どけ縄文時代t二属L，(出は半安時代のi!f膏で品る。

fe'，I;跡は41車倹出され.縦続， 717ドの情績のlth 12どから身えると.司王lη11:t，'I，*と涼2E;

I~t，';，*が飢似し ， 1iI3乃住居跡とlii4 'Î住'.1;跡が刻似する。 2 機単位?集韓日'~Ii止されていたか

のよう川将えられるが.いずれも例伝来切慨を有7る係彩I:Di><出士していて.時J1U'HII.I.

<t:' 

ほめ4れない 争InJの調:i.で将軍寸ベ章:t製鉄...，.の僚出で品ろう 1サ人り佑 kで陶容さIl，'l _-

かに鉄.軍が充満していた。ニの鉄4宰11ポロボロ Lているが.付近から7メ状を宅する鉄滞や， 18 

触 した~j曹のf.t皆した羽口が出上しているニとから， IJ、処僚主野たたらの存tFした可能性がゐる.

頒例Iよ.能11:，fj大館遺錫で検出されている
円形， i脅円形の殴穴遺情についτ11，lTIi主が.f;IVIであり，今後簸例を待って検討してみたい。

者品，'， H~1ìI 4 ~苦戦穴JI備を除く， 1也の遺怖の年代 lよ 。 各i遺!~梅韓に共通した遭物であるHイ

から J身r えでみと Lい、、。土師2認m杯、形 I: ?~得alは1，ロ 7 ロポt史書成形， f!!l転糸切り伎i.t<による切り随し， Iほ

泌(~I ì.!.!のJドjl}J唱!.H どの共通したn微をも コている. 東北地方においては，このよ うなLf旨Pæll~
，1 • 

彩1:2.'i1主.長杉ノ入式として舗年されている ，iJ'.代1.1.101世紀前半を中心として 9tlt紀後1から11

f貴紀flt11 J; <'というように身えられている.以 上の何究城東を参骨にすると.中台遺跡の11:~'I"'，

裕次i!t需の年代もまたド安時代前千を中心と十る4のであると考えられる。

《持〉

1)1 大相久司躍す~ 'n世代市金山チ守シ~l曲線~'i J 秋UI県在四百巣農株高$学佼郷t:!!!研'先郷鰍~(~百

1 filt (B?l制32年)

(2) 秋IHI品f~脊昏民会 r能I-I:UI本地区/l，;J由I;'.U処，111二伴う発制調ti報告;時 八~JJii， 1事ILIIの 1・.
吋シト '1ti'遺飾ーJ (昭和51年)

。)II，'l和47年に健婦Z耳炎されたが縦;¥'II}':ヰd'1Jである.
14 ) 太初の震乎 f約 f所貝塚発t箇縄往傾向.，J (昭初H年}

・5)舵代市教侮fiU会能代市大館通例(tfll:悦厳進地)~ (昭和信年) r大館遺鈴絶姻鱒盆

tlUIIJ (脳相49年) r 1<.鎗遺141ì1 4 次世~~圃.111MUIJ (昭和初年}

16 (5)に同ヒ

171 氏・~有1典 r東北上訟の型式分鮪とその偏年， 雄史1ìI 14U (昭和32年}

-29 
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'81 I縄自茂弘 .~Iば滋剖; r事.械周辺における係彩 U:iの変遷J 研究紀'&(1 t賀城跡i判ti.

研究所{昭如49年}

UI量になりましたが，本AOS，帯をまとめるにあたって.flclH県教育庁.iCItJ唯~隆司陸時.秋mlll<

m健婦IiIl1事務所小伝正失.日野久.石郷偶.Il-.大館市史編篇~板縫箇芳.点目中i''f.段上曜軍事E

3慢の各氏に怨切なご絡噂とごft示をとまわっと.また.穏錨副食から.i!物箆尽にいたるまで.東

北島政府間妬建殺嚇業所，能代市政育委員会からli.多大なご協力を憎た..!c!して感謝の.{tを1<

するし疋いである
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遺跡途 索
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f主|間~2

~è 憾。;\\j tt '.且 ;t

ALぇ ~， 1 ，;-畷子、退治
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1温l(/i3

A 1>( :j'¥ 2 };.~~火遣問

r¥ 1;(_ :;j 3 ~;ゆえ)~I轟

33 



IAW~ 4 
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